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QualitiesofleadershipoftwoIndonesianpresidents,SukarnoandSuharto,often

arecontrastedinsuchtraitsaspersonality,professionalbackground,andnational

policy.Asapro-Communistrevolutionary,Sukarno'scharismaishardlysimilarto

thatofhissuccessor,ananti-Communist,development-conscious"SmilingGeneral."

Yetthereareatleastasmanysimilaritiesin,asdifferencesbetweentheirrespective

stylesofgovernlng. Bothhavebeenintenselyconcernedaboutthepoliticalunity

ofthenationandhaveusedtothisendtheProclamationofIndependenceDay,the

Constitutionof1945andthePancasila(fiveprinciplesofthestate).

A briefcontentanalysisOfthepresidentialspeechespresentedannuallyonInde-

pendenceDayreveals,asisshowninthetable,astrikinglyfrequentuseofcertain

keywordsandslogansduringbothSukarno'sGuidedDemocracyperiod(1959-1965)

andSukarto'sPancaSilaDemocracyperiod(1966todate).Sukarno'sattachmentto

"revolution"andSuharto'sconcernfor"developmentHbothhavebeenfashionedinto

slogansandacronynlS,thusintosymbolsofgovernmentalperformance. Theposト

1965PancaSilaDemocracyandthepre-1965GuidedDemocracy,insubstance,differ

onlyslightlyfrom eachother.

ContinuityalsocanbeobservedinthemanagementOfgovernmentalandpolitical

apparatus. RulebytheJavanesemajorityhasbeenafundamentalprincipleof

lndonesianpoliticsforthelastthreedecadesofindependence,andwiththishas

comeanextremesensitivitytobalancingpowerbetweenJavaneseandnon-Javanese

forces. Sukarno'SconceptofNASAKOM hasprevailedinSuharto'sideaofthree

politicalgrouplngS:Golkar,theIndonesianDemocraticPartyandtheDevelopment

UnityParty,Bothleadershaveattemptedfurthertoturnthebureaucraticapparatus

intoaconvenientmachinetosupportandtopromotegovernmentideology.Finally,

thepre-Gestapuandpost-Gestapupresidents,notbeingabletouseeffectivelythe

massivegovernmentbureaucracy,haveresortedto "extra<onstitutional"meansto

accomplishtheirobjectives,asexemplifiedbySukarno'screationoftheNatiollal

Front,KOTI,andKOTOE,andSuharto'ssinlilarrelianceuponBAKINforintelligence,

OPSUSforpoliticaloperations,andKOPKAMTIBforsecurityandorder.

Thepersonalitycultof"PakHartoHismuchlessdistinctthanthatofHBung

Karno.H Sukarno'suseofHakuH(theintimateform ofthefirstpersonsingular)

appearsamazinglyofteninhis1965speecll,butincontrast,Suharto'Smorerecent

effortstopresenthimselfasasymbolofunitymustnotbeoverlookedeither,Too,while
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Sukarno'sconcernforhimselfandhisnationledtotheconstructionofmonuments

of''revolution,"Suhartohasfollowedsuitthrough hismonumentsof''developmentH:

theincreaseofhotelsandentertainmentfacilitiesinandaroundthecapital.aswell

asanilトfated"MinHndonesia"projectsomewhatresemblingDisneyland.

ItmaybewonderedwhetherSullartO'Sleadershipwilldraw closertothatof

Sukarno,ifheremainsinpowerforalongperiodoftime. Itisimpossibleto

determinenowhow hisstylewilldevelop.WhatseemsmorecertainisthatSuharto

willcontinuetocreateslogansofunityanddevelopmentandwillresorttoextra-
constitutionalaswellastoconstitutionalinstrumentsofconvenience.

は じ め に

インドネシアが独立後に隼んだ二人の大統領は,性精および政策において対照的であるとす

るのが常識である｡熱弁をふ りまく笹命家スカルノに対 して軍人 ス-ル トは ｢微笑む将軍¶巨ご

あ t),隼命イデオロギーを説 く前大統額に対 して現大統領はイデオロギ-を否定 L r開発Jを

唱え,前者が容共主義であるならば,後者は反共主義であるo Lか しこ:)Lた対照性にもかか

わ らず,両者U)統治スタイルには多 く0)点で連続性があるJ√‖ニ見える｡ こU)小稿は統治スタ

イルの連続性を検討し,インドネシアの統治スタイルの特徴をとらえんとするものである｡

エ リー トの統治観や,政治過程-の対応ぶ りがかいまみ られようL, 統治者の態度が表われて

くるだろ F')｡ それは統治者 と被統治者 との政治的 コミュニケーションの姿でもある｡

スカルノ,ス-ル トの思想, 政策面の研究は比較的多いが,1'過去におけるインドネシアの

統治スタイルの研究はきわめて少ない ｡2' フィースとキ ャッスル (モナシュ大学)は, 1970年

にインドネシアの 政治思想を集成することを試み, 1973年, B.アンダ-ソソ (コ-ネル大

翠)が,その試みは社会上層部の政治思想にかたよ-'ていると批判して,一般人の政治的価値

1) 主要な文献としては次のものがあげられる｡ GeorgeM.Kahin,Nationalism andRevolutionin
Zndonesia,(Ithaca:CornellUniversityPress,1952);HerbertFeith,TheDeclineofConstitutional

DemocracyinIndonesia,(Ithaca:CornellUniversityPress,1962):J.D.Legge,Sukarno:Apolitical

Biograbhy,(London:AllenLane,thePenguinPress,1972);BernhardDahm.Sukarnoandike
StrugglcforIndonesianIndependence,(Ithaca:CornellUniversityPress,1969);PeterC.Haus･

wede11,日Sukarno:RadicalorConservative?IndonesianPolitics1964-5,"Indonesia,No.15(April

1973),pp.109-144;0.G.Roeder,TheSmuingGeneral(Jakarta:GenungAgung,1969);Howard
P.Jones,)ndonesia:ThePossibleDream (New York:HarcourtBraceJovanovich,Inc"1971):

PeterPolomka,)ndonesiaSinceSukarno (Victoria:PenguinBooks,1971).またスカルノの自伝と

しては Sukarno,Sukarno:AnAuiobiogr(ゆhyAsToldtoCindyAdams(NewYork:Bobbs-Merrill,

1965)がある｡

2) 例えば,IierbertFeith,"DynamicsofGuidedDenlOCraCy/〉inIndonesia.ed.RuthMcVey(New
Haven:HumanRelationsAreaFiles,1963),pp.309-409･,Feith,''Suharto'sSearchforaPolitical

Format,"Indonesia,No.6 (October1968),pp.88-105;DonaldHindley,"DilemmasofConsensus
andDivision:Indonesia'sSearchforaPoliticalFormat,"GovernmentandOpposition,IV:1(Winter

1969),pp.70-99を参照｡
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観を探 り, そうした価値観がどういうスタイルで伝達されているかを論述した｡3'前者はイン

ドネシアの政治思想を思潮のなかで分類整理する努力であり,その集成に "ィソドネシア的"

なものをみたとするが,後者は "よりインドネシア的"な思想を,記念塔,政治マンガなどに

求め,そうしたインドネシア人の間接的な政治的コミュニケ-ショソの特徴を探っている｡上

述の文脈でいえば, ここで論述を試みる統治スタイルは この両者のいずれの視点とも異な,Lて)

浴,両者を補充すZ)ものであZ);)oつまり,--:方でインドネシアの政治思想の持ち主をスカル

ノ,ス-ル トの両者に短縮し,他方でそれをいかに国民に伝達させようとしているかをみるも

のである｡

t 統治スタイルの概念設定

統治スタイルとは,一国の統治エリ- トが統治能力を表出すZ)形態であり,統治目的を達成

する手段である｡ 統治手段は,統治目的によって異な-つてこようが,ここでは統治口的を国民

統合口的と政策遂行日的u)二次元で考え,4)統治手段をシン′ボルと組織という二つの側面から

観察してみたい｡国民統合と政策遂行とは決して峻別できる次元ではなく,両者は補充関係に

ある｡ 例えば,国土防衛という目的は防衛政策という要素のみでなく,国民を統合する要素も

あわせ持っているのであり, また革命遂行とか開発促進という国家目標も同次元の目的を満た

すものである｡ しかし経済政策の立案遂行は,どちらかといえば政策次元の目的であろうし,

愛国心高揚は国民統合次元の[川勺であろ う ｡

これらの目的を遂行するにあたって,統治エリー トは いかなるシンボルおよび組織を用いよ

うとするであろうか｡ 一般に統治エリ- トは,非統治エリー トからの信頼を得るために,統治

シンボル (非組織的手段)および組織的手段に頼るのであるが,そのいずれを用いるかは,疏

治目的やその国の政治文化によっても異なるであろう｡ 組織的手段の効果が限らjlている所で

は,統治シンボルがより多く動員されがちである｡ ここでいう統治シンボルとは,単にスロー

ガンばか りでなく,威信事業 (prestigeprojects)の促進や個人崇拝の奨励をも意味している｡

組織的手段に依存する場合にも,憲法に規定された統治組織にできるだけ沿うかたちで統治し

ようとする場合と,違法でないとしても憲法に規定されていない機関,組織に重要な立法,香

政,司法の機能を与える場合が考えられる｡ 前者を仮に 日露法的手段｣(constitutionalmeans)

による統治と呼べば,後者は ｢憲法外的手段｣ (extra-constitutionalmeans)による統治と呼

ぶことができよう｡

3) HerbertFeithandLanceCastles,(eds.),IndonesianPoliticalThinking,1945-1965(Ithaca･.

CornellUniversityPress,1970)および BenedictAnderson,"NotesonContemporaryIndonesian
PoliticalCommunication,"Indonesia,No.16(October1973),pp.39-80をみよ.
4) この二分については,たとえば JameSS.Coleman,"TheDevelopmentSyndrome:Differentiation-
Equality-Capacity,=inLeonardBinder,etal.,CrisesandSequencesinPoliticalDevelopment
(Princeton:PrincetonUniversityPress,1971),pp,98-100を参照｡
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統治スタイルを統治の目的と手段という二つの軸でとらえることによって,インドネシアの

二人の大統飯を 比較検討するのであるが, ここでは スカルノ,ス-ル ト両政権を, それぞれ

｢指導民主主義｣時代 (1959--65年),rパンチャ･シ-ラ民主主嵐 ｣時代 (1966-74年)に焦

点をあて,両者がどういう統治シンボルを用いてきたのか, またどういう組織を用いてきたの

か,その特徴を探らんとしている｡ この過程で,毎年8月に行なわれる大統領の独立記念演説

の簡単な内容分析を行ない, その結果 も参考にしている.lU なお本稿においては両政権の対外

政策については扱っていない｡

インドネシアの政治を観察して,政治シンボルが頻繁に使われるのに気づかぬものはない｡

スカルノやス-ル トが政策や行事のスローガン化を好む指導者であることは,反面インドネシ

アの国民がそれを好む国民であることを意味しているのであるが,その理由を探すのは決して

容易ではない｡国民一般の教育水準が低い場合, スローガンや耳に響きのよい語句は,国家目

標や政策を理解させるには効果ある手段であるが, インドネシア国民より教育水準の低い国民

でありながら,ttスローガン政治"のなされていない国は多くある｡

統治シンボルは,先に述べたように二種類の統治目的によってそれぞれ国民統合シンボルと

政策遂行シ./ボルが考えられる｡ もっとも,与えられたシンボルがいずれの部類に属するかは

判別し難い場合が多い｡ ここでは ｢45年8月17日J,r1945年憲法｣,｢パンチャ･シ-ラJ,｢革

命｣,｢開発｣,｢指導民主主義｣,｢パンチャ･シーラ民主主義｣の諸語句を取 りあげ,いちおう

｢統合シンボル｣と ｢政策シンボル｣の区別はしているが,決して一方の鋸勺のみのためのシ

ンボルというわけではない｡ とはいえ,政策シンボルのカテゴリーに入るシンボルは,スカル

ノとス-ル トで対照的である｡ 一方相対的に統合シンボルのカテゴリーに入るものは,両指導

者に共通である点は留意されるべきである｡ 統合シンボルとしての個人崇拝,また統合兼政策

シンボルとしての威信事業については最後の章で検討する.｡

組織面での統治スタイルにも, インドネシアの生んだ二人の大統領には類似性がみられる｡

特に次の四点にしぼって検討Lてみたい｡すなわち,第一に,いずれもジャワ人支配の原則を

貫きながら非ジャワ人勢力との均衡を組織内で保とうとしていること,第二に両者とも既存の

政治勢力を三つにまとめて,その間の協調による統治方式をとっていること,第三に両者とも

官僚機構を与党組織の中核におこうとする方式をとっていること,第四に両者とも建前として

は45年憲法遵守を唱いなから,実際の統治にあたっては憲法に規定されていない機関を設置し

てそこで重要な立法,行政,司法機能を果たさせていること,である｡ 前二点は相対的に国民

統合のための組織に属し 後二点は政策遂行のための組織に属しているだろう｡

5) -政治体系の統治スタイルの研究においては指導者個人の特徴とその政権全般のそれとの区別ほしが
たい場合が多い｡ここでもとりあえず,両者の区別をしないで扱うこととする｡
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甘 国民統合シンボル

1. ｢17･Vu･45｣ (1945年8月17口)

スカルノが創出した国民統合のための統治シソボルのなかで最も重要なものは,｢17･Ⅷ ･

45｣とい[)数字群であろう,,言うまでもなく,こ′恒 ,tスカルノ･-ツタの民族独立運動指導者

が独立を宣言Lた1945年8月17日を表))している｡)インドネシアがオランダから正式に独立し

た日,すなわち独立闘争の到達点であった49年12月27日を無視して,いわば独立闘争の出発点

であった1945年の独立宣言口を重視したのは, スカルノをはじめ当時の指導者が意識的に操作

したと言-)てよい o その後 ｢45年8月17粧｣は到る所で使用されているが,その典型として国

章のガルダ (ジャワ伝説に由来する黄金のワシ)の羽の数をみるのがよい｡正式には,両翼の

羽は各17枚, 尾翼の羽が8枚, 首の羽が45枚措かれることになっている｡6)また内務省の省章

っているが, イネには45粒のコメと8本のフサ, 17個の綿の実と葉がついていろ｡7)ジャカル

タには ｢8月17日大学｣という私立大学さえあるo もちろん毎年8月17日は国を挙げての祭日

で,全国各地で盛大な独立記念式典がくりひろげられるoスカルノ大統領は恒例の独立記念演

説で聴衆を熱狂させ,そのカリスマ性を存分に発揮したのである｡ さらにこの数字群は,1961

年の経済8カ年計画発表においてそのクライマックスに達した感があった｡その計画書は8部

17章1945項 (段落)からなっていると発表さjtたのである｡8'

｢8月17日｣のシソボル化はス-ル トにも受け継がれている｡ スカルノの雄弁と比較される

ことを避けるためか, ス-ル トは恒例の独立記念演説を民衆の前ではなく,しかも独立記念日

の前日または前々日に国会で行なうという相違をみせてはいるが,その行事の盛大さは変わっ

ていない｡また多くの記章のなかにも織 り込まれている｡ 例えば,1971年総選挙で初めて正式

に政治の舞台に登場した翼賛組織, ゴルカ-ルの記章も,45粒のコメをつけた稲の穂と,17個

主義｣の象徴)を包んでいる構図とな-)ているo

2. ｢ー1945年憲法｣

1945年8月に採択されたものであるが,1959隼7月,スカルノが大統領令によって正式な憲法

6) 例えば Indonesia,DepartmentofInformation,IndonesiaHandbook1970(Jakarta,1971),p.9
をみよ｡
7) さらに陸軍数略予備軍 (KOSTRAD)の軍費では,45粒のコメと8本のフサのついた稲と17個の実と
17枚の葉の綿が措かれている｡
8) J.r).Legge,Indonesia(EnglewoodCliffs:Prentice-Hall,1964),p.154をみよ｡
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とするまでほ暫定憲法であった｡59年以降スカルノは自己の大統領権限をこの憲法に依拠して

強化し, 併せて45年憲法を 唱導することによ-)て, それを国民統合の シンボルとしたのであ

る｡その後数年間における独立記念演説の申でスカルノが ｢45年憲法｣に言及した頻度の高さ

によってもそれをうかがい知ることができる｡すなわち,59年には52回,61年には32回も使用

している｡9)

一方,スカルノの後任者であるス-ル トにも同じ傾向がみられる｡ 大統領代行となって最初

に行なった67年8月の独立記念演説でス-ル トは ｢45年憲法｣に55回も言及している｡ その後

頻度は落ちるが,69年には16回,71年には6回,74年には25回も使用している｡1966年3月に

スカルノから実質的に権力を奪った後,それを正当化するためス-ル トは内閣幹部会議長とし

てラジオ,テレビ向け演説を行ない, ｢国民の責の望みは,それ(45年憲法)の厳密な施行に復

帰することであった｡-I-繰 り返していうが45年憲法の実施は1959年以降効力を得たとされな

がらも, 9月30日運動/共産党分子によって序曲から終曲まで逸脱していたのである.｣と述

べて,彼自身が45年憲法の正当な守護者であることを合意させている｡10)

3. 巨ミンチャ･シ-ラ｣ (建国五原則)

rパンチャ･シ-ラJ (PancaSila) も国民統合のシンボルの一つとなっている｡ これは日

本軍政末期の45年6月1日,スカルノ自身が独立準備委員会でテキス トなしに行なった演説が

基礎になったもので,彼の自叙伝には ｢--･何年も何年も,私はこのことを考え続けてきたの

だ｡孤独のフロレスで数え切れない時間を一人樹の下で熟考し,この神より賜わったインスピ

レーションの実際の構成を, 私は tt五原則"と呼ぶに至っていた｡｣と説明している｡11'五原

則である,唯一神-の信仰,民主主義,民族主義,人道主義,社会主義は,それぞれ高貴な原

則であろうが,相互に次元が異なり,かつ内部矛盾にみちており,論理一貫性に欠けるもので

ある｡それは誰にも拒絶できない複数の理想を織 り込んだ,原則の寄せ集めの感じを与えるが,

実はこれこそスカルノの目指した tt多様のなかの統一"の基礎となったのである｡ オランダか

ら受け継いだ広大な国土内に併存するさまざまの民族,文化,思想,宗教を統合するスp-ガ

9) こうした頻度を比較する際には,毎年の演説の長さが同じであることが前提である｡実際には豪にみ
るごとく長さに差異がある｡しかし｢革命｣｢開発｣｢経済｣などに見られるごとく,より短い演説によ
り高い頻度をみせている場合もあるので,ここでは演説の長短を調整しないで議論をすすめる｡

10) PresidentialOrderofllMarch1966ioGeneralSuharto(Jakarta:DepartmentofInformation,
1966;apecialissue002/1966),p.14をみよ｡
ll) スカルノ『スカルノ自伝-シソディ･アダムズに口述』 (黒田春海訳)(角川文庫,1969年),p.258
をみよ01945年6月1日のスカルノのパンチャ･シ-ラを提唱した演説のテキストは,例えばSukarno,
"LahirnjaPantjaSila,"inTjamkanPantjaSilo/ed.PanitiaNasionalPeringatanLahirnjaPantja
Sila(Jakarta:Panitia,1964),pp.7-34に収録されている｡
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ソが必要であった｡12)そしてこのスローガンは意欲的に国民の間に浸透させられ,45年憲法と

不可分の理念として把握されるにいたった｡13)先述の国章のなかでも,パンチャ･シーラは,

星,バンテン (水牛), パンヤソ樹,鎖の輪, 稲と綿が五原則の象徴となって描かjtている｡

全国浄々滴々の政府役所をはじめ, ホテル,商店, レス トラソ,さては町隅の道標の横などに

もこれが掲げられた｡ スカルノは59年,63年の独立記念演説では ほとんど ｢パンチャ･シ-

ラ｣に言及していないが,61年,65年ではそれぞれ17回と18回言及している(1

他方ス-ル トも同様にパンチャ･シーラを国民統合のシンボルとしていることは明らかであ

る｡67年の8月演説では,なんと94回も使用したことがこれを裏づけている｡ 無名の軍人ス-

ル トがスカルノ長期政権を武力で倒したあとの正当性確立策としては,建国理念の二大柱であ

る45年憲法とパンチャ･シーラを強調し, 軍部の ｢二重機構 (国防と政治参加)｣を擁護し,

軍部がインドネシア建国精神の正当な後継者であることを 誇示する必要があったのである｡14'

スカルノ時代には 6月1日が ｢パンチャ･シーラの口｣となっていたが,ス-ル トはそれを9

月30日事件を粉砕した10月1日に変更した｡15) ここにもス-ル トが彼の ｢新秩序｣をパンチャ

･シーラに置かんとしている意図が うかがえる｡ またス-ル ト政権Tの国営放送は放送終了時

に ｢パンチャ･シーラの歌｣を流していることでも,そのシンボル性が察せられる｡

Ⅲ 政 策 シ ンボ ル

1. ｢革命｣と ｢開発｣

スカルノとス-ル トは対照的な政策を遂行している｡ しかし両指導者ともその政策をシンボ

ルによって表わし, しかも, さらに重要な点とし, それを スロ-ガン化 (合言葉化) してい

る｡ スカルノの ｢革命｣(revolusi)とス-ル トの ｢開発｣(pembangunan)がそれである｡ ス

カルノは ｢革命｣なる語をこよなく愛した｡有名な彼の語句 ｢私は革命のロマソティシズムに

恋する人々の一人である｡ すなわち,私は革命によって鼓舞され,私はそれによって魅惑され

12) Kahin,NationalismandRevolutioninIndonesiap.123をみよ｡スカルノが建国五原則を打ち出

したもう一つの重要な理由は,当時イスラム教勢力の主張していたイスラム教国家樹立論に反論するこ
とにあった.1959年以降スカルノはパンチャ･シ-ラをさらに強く唱導するが,それについては例えば,

Sukarno,ToBuildtheWorldAnew (Jakarta:DepartmentofForeignAffairs,1960).pp.21-29
および Sukarno,ReflectionsupontheIndonesianRevolution(Washington:EmbassyofIndonesia,

1964),pp.9-10を参照｡

13) 事実,五原則は1945年憲法の ｢前文｣に組み込まれた｡

14) これについて筆者は先に軍部の国家統一能力との関連で論述を試みた｡西原正 ｢インドネシア<新秩
序>とその政治的近代化｣『東南アジア研究』11巻 2号 (1973年9月),pp.175-177をみよ｡軍の ｢二
重機能｣については,例えば A.H.Nasution,ABRZPenegakDemokrasiUUD45(Jakarta:Seruling
Masa,1966)をみよ｡

15) 1967年には,まだ6月1日になっている｡ス-ルトのパンチヤ･シーラ記念演説に関しては,例えば
PidatoPd.PresidenRebublikIndonesiaPadaPeringaianHariLahirnJ'apanijasila,1Djuni1967

diDjakarta(Jakarta:DepartemenPenerangan,1967;PenerbitanKhususNo.454)をみよ｡
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る｣がこれをいかんなく裏づけている｡16) スカルノ自身, ｢偉大な革命指導者｣とい う称号を

持っていたし,63年 1月に国民治安措置に関する大統領諮問機関を ｢革命指導補佐会議｣ (読

長はスカルノ)と呼んだ｡ またマレ-シア対決政策,国内建設資金としてスカルノは64年政治

基金を設置したが, これには ｢革命基金｣ (DanaRevolusi)とい う名称が与えられていた｡

スカルノの腹心(什 リ､スバンドリオ外相も当時 ｢革命的外交Jを唱えていた｡ 外交も ｢革命

的｣でなけ′狛 fならぬ, としたのである.17)独jif.記念演説では スカルノは 当然のことながら

｢革命｣を頻繁に用いた｡63年には213回にのぼっている｡ さらにこれと併せて,｢闘争｣,｢火｣
などの動的な 用語が スカルノ浜説を色彩った｡ 59年以降の演説は ｢われ らの革命の再発見｣

(1959年),r17れ らの革命の遣J(1960年),｢革命,社会主義,指導力｣(1961年),｢インドネ
シア革命の叫び｣(1963年),｢危険をおかして生きる年｣(1964年)などと題が付き,その多 く

が ｢DJAPEKJ(1960年),｢RE･SO-PIM｣(1961年),｢GESURIJ(1963年),rTAVIR｣(1964

午)などに頭字化され,スp-ガソ化されていった｡18) それによって ｢偉大な革命指導者｣は

その時点でのインドネシア人民 (Rakyat)の tt革命"的任務をシンボルとして表現したのであ

ilEJ
/A o

ひるがえって,ス-ル 1､は ｢開発｣を旗印に登場 した｡彼の独立記念演説の内容分析がこれ

を如実に措いている.67年以降 ｢革命J,｢闘争｣の頻度が激減し,代わって ｢開発｣,｢経済｣,
｢実行｣などの語の使用数が急増している｡ 多いときには ｢開発｣が140回 (1971年),｢経済｣
が84回 (71年),｢実行｣が75回 (74年)用いられているのである｡ また68年10月に編成された

内閣を ｢開発内閣｣(KabinetPembangunan)と命名したことにも, ｢開発｣をスローガン化

しようとするス-ル ト政権の意欲が読みとることができる｡ さらに68年度に始まった5カ年計

画を頭字化して ｢REPELITA｣としていること,ス-ル ト時代の同国の切手の大半が REPE･

LITAを喧伝するものであること,71年から73年にかけて,政党合併を推進し,従来の政党を

｢開発民主グル-プJ,｢開発統一グル-プ｣の名でまとめていること,など ｢開発｣を愛して

いる点では,スカルノの ｢革命｣-の陶酔に優るとも劣っていない ｡19)

16) 1960年8月17日の独立記念演説におけるセリフである｡原文は,例えば Indonesia,PanityaPembina
DjiwaRevolusi,Bahan-BGhdnPokokZndokirinasi,(Jakarta:B.P.Prapantja,1965),p.254をみ
よ｡この邦訳は, B･グラント『インドネシア現代史』(駒城鋲-釈)(京都:世界思想社,1968年),
p.70に従った ｡

17) 例えば Subandrio,"RevolutionaryDiplomacy,"inhisIndonesiaontheMarch,(Jakarta:Depart･
mentofForeignAffairs,1963),Vol.ⅠⅠ,pp.266-292をみよ｡また FrederickP.Bunnell,"Guided
DemocracyForeignPolicy:1960-1965;PresidentSukarnoMovesfromNon-AlighnmenttoCon･
frontation,HIndonesia,No.2(October1966),pp.37-76を参照｡
18) この独立演説のなかでおそらくもっとも重要なものは1959年演説で,スカルノはここで ｢政治宣言｣
(ManifestoPolitik) (おそらくマルクスの ｢共産党宣言｣を想像したのだろう)をだし, これを
Manipolと頭字化した｡

19) インドネシア国民党,インドネシア･クリスチャン党,カトリック党,ムルパ党,インドネシア独立
擁護連盟の5政党が開発民主グル-プとなり,ナフグト-ル.ウラマ党,インドネシア･ムスリミソ党,
イソドネシア･イスラム連盟党,イスラム教育連盟の4政党が開発統一グループとなったoもっとも,
その後,1973年1月にそれぞれインドネシア民主党,開発統一党に改名して今日に至っている｡
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2. ｢指導民主主義｣と rパンチャ･シ←ラ民主主義｣

｢革命｣を完遂する方法としてスカルノは ｢指導民主主義｣ (DemokrasiTerpimpin)とい

う構想を1959年に確立した｡スカルノは,インドネシア人には古来特有の決定方法があり,そ

れは関係者全員が会して全会一一一致 (mufakat)に達するた裾 二討議を重ねるムシャワラ (mu-

syawarah)(協議)という方法である, とした｡彼は,インドネシアが1950隼以降導入した西

欧的な多数決主義原理は ｢半数プラス1人｣〟)意思が全体の意思となる原J隼こあり,インドネ

シア人には適しないのだとした｡ さらに彼はムシャワラ方法には必ず強力なり-･ダーが必要で

ある,とした｡ こうして西欧型民主主義を取り入れた1950年暫定憲法を大統領により破棄し,

より強力な大統領権限を規定した45年憲法に復帰する措置の理由づけを行なったのである｡20'

そしてこの体制を指導民主主義とよび,その下における新しい任命議員による国会を,ジャワ

村落の伝統的相互扶助の慣習であるゴトン･ロヨソ (gotong-rOyOng)にちなんで, rゴトン･

ロヨソ国会｣と名づけた｡独立記念演説におけるスカルノの ｢指導民主主義｣の言及頻度の高

いこと, また59年演説のなかでの ｢ゴトン･ロヨンJ使用回数の多いことが,これらの政策シ

ンボル性を物語っている｡

指導民主主義を打倒したはずのス-ル ト政権が,基本的には同じ性格の決定方法を ｢パソチ

ャ･シ-ラ民主主義｣という名の政策シンボルとして創り出したのは,極めて興味深い.21)67

年8月の演説でス-ル トは ｢パンチャ･シーラ民主主義とは全会一致に到達するためのムシャ

ワラを意味するのだ｣ といっているが,22)これはスカルノの指導民主主義の説明をそのまま焼

き直したものに過ぎない｡またスノ､ル ト体制きってのブレーンであるアリ･ムル トポ陸軍少将

(後述)が, 例えば1971年に ｢インドネシアには tt50%+1"式多数決である西欧型民主主義

は適しない,tt50%+1+A,"式でなければならない｣と述べて単純過半数制を否認したが,23'

これもスカルノ時代のコピーにはかならない｡そして1973年に推進した政党合併の過程や,国

会審議で相当の混乱を起こした後,軍部の圧力でやっと議決をみた婚姻法の成立過程をみると,

指導民主主義とほとんど変わらぬ体制のように見える｡

Ⅳ 国民統合のための組織方式

1.ジャワ人文配

インドネシア政治の一大特徴は種々の次元,特に種族次元の派閥抗争にある｡その主要なも

20) Sukarno,Sukarno:AnAutobiogr上砂hy,pp.278-279とみよ0
21) Roeder,"ProblemsofLeadership,"inhisTheSmilingGeneral,pp.154-164を参照｡
22) 例えば PidatoKenegardanPd.PresidenRepublikIndonesiaDjenderalSoehariodidepanSidang
DPR-GR,16Agustus1967 (Jakarta:PradnjaParamita,1967),p.17,p.20をみよ｡文中の表で
は1969,71,74年の演説では ｢パンチャ･シーラ民主主義｣の使用度はほとんど皆無であるが,｢パン
チャ･シーラ｣と｢民主主義｣を別個に使用している頻度は依然高い｡ ｢民主主義｣の頻度は71年には
15回,74年には10回であった｡
23) AngkatanBersendjaia.Mayll,1971をみよ.
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のは人口の7割を占めるジャワ人 と非ジャワ人の問の緊張であ り,24'そこではジャワ人が常に

主役になるが,非ジャワ人は脇役として重要な派閥均衡の役 目を果たす｡ この両勢力の均衡が

国民統合にとってはきわめて肝要なのである｡ よく言われるごとく,1959年まではスカルノと

い うジャワ人が大統飯であったのに対 して, スマ トラ出身の- ッタを副大統領にしていたのは

典型的均衡人事である｡56年- ッタが副大統領を辞任して以来,スカルノ時代には彼の後継者

となるものは誰 もいなかったのであるが,それを補 う均衡人事 として,スカルノは1959年 7月

スマ トラ出身の ナスチオン陸軍中将を国軍参謀長兼国家治安相に昇格させている｡ ナスチオン

はスカルノ時代には ィ./ドネシア国軍 とい う一大政治勢力を代表する実力者であ-,た｡ もっと

もスカルノは62年 3月高潔で反共主義者のナスチオンを敬遠 して彼を国防治安部門調整相に任

命 して陸軍組織から浮かせ,それに代わってジャワ人のヤニ陸軍少将を陸軍参謀長として昇格

させた｡さらに1964年8月には ヤニを陸軍司令官として起用するに至った｡ これをもって均衡

人事が崩れたと一般にされるのであるが,他方,勢力均衡に気を配ったスカルノであるか ら,

ヤニ将軍の昇格 こそが種族間勢力の均衡策であったと考えたのだとい う推測も成 り立つのであ

る｡ この推測によれば, スカルノは63年11月以降,副首相としてジャワ人のスバンドリオ以外

に非ジャワ人の-イルル ･サ レ- (スマ トラ人)と レイメナ (アソボン人)を任命したので,

勢力均衡をさせるため 軍の実力者として ジャワのヤニ将軍を 昇格させたのだ, とするのであ

る｡

ジャワ人支配の原則はス-ル ト時代にも受け継がれている｡ まず 9月30日事件でヤニが暗殺

された後,国民の尊敬をもっとも多 く集めていたとされたナスチオン将軍が大統領の地位につ

かず,ジャワ人のス-ル トがその地位についたのは, ジャワ人支配の原則にはかならない｡そ

してナスチオンが暫定国民協議会議長に推されたのは, ジャワ人 と非ジャワ人の均衡の必要か

らであろう｡同協議会は66年,67年,68年に会令 して スカルノ体制の清算に重要な役割を果た

したのは言をまたない｡ しか しナスチオンの任務がいちお う落着 してナスチオンの陰が薄 くな

ると,ス-ル ト大統領は自らが兼任していた国防治安相のポス トをスマ トラ出身のパソガべア

ン陸軍大将に譲って,新たに種族間の人事均衡に配慮 したのである｡ こうして非ジャワ人を高

い政治的地位につけておいて,今度は長期間空席となっていた 副大統徽職に73年 3月ジャワ人

である-メソク･ブオノ9世を指名している｡ また,197()年の総選挙法は,国会公選議員数を

ジャワ島と非ジャワ島でほぼ同数にするとい う画期的な非ジャワ人への譲歩を行った｡25)こう

した周到な配慮はスカルノ時代と全 く変わっていないのである｡ この点はイン ドネシアの統治

24) ジャワ島と非ジャワ島との問の対立については,例えばJ.D.Legge,CentralAuthorityandRegional
AutonomyinIndonesia,1950-1960,(Ithaca:CornellUniversityPress,1961)および LeslieH.

Palmier,IndonesiaandtheDutch,(London:oxfordUniversityPress,1962)を参照｡

25) 1970年総選挙法第2号の7粂3項によれば,公選議員総数は360人で,そのうちジャワ島議員は184人,

非ジャワ島議員は176人である｡ちなみに1955年総選挙で成立した国会では,ジャワ島議員172人,非ジ

ャワ島議員85人で前著が圧倒的多数を占めていた0
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者が国民統合をほかるための組織上の措置のなかでもっとも重要なことであろ{)｡26)

2.NASAKOM と三大政党制

次に政治集団に対する配慮をみてみよう｡ スカルノ時代の三大政治勢力であったインドネシ

ア国民党 (PNI),ナフダ トール ･ウラマ党 (NU),イソドネシア共産党 (PKI)によるスカル

ノ支持体制がナサコム (NASAKOM)と呼ばれたのは, あまりにも有名である｡ この体制を

支えたスカルノ的思考は典型的な折衷主義的発想であって,相対立する勢力をすべて抱きこん

で翼賛組織を作ろうとするものであった｡異質の思想的立場をもつ政治集団が均衡状態を保っ

ている場合,権力保持者はいずれの政治勢力も無視できず,結局三者間の協調体制を強いるこ

とになるのであろう｡27)具体的には スカルノはゴトン･ロヨソ国会や暫定国民協議会,大統税

諮問機関である最高諮問会議などの国家機関に, この三勢力を代表させた｡28'

1965年の9月30日事件はこの三大政党の一角,共産党を一網打尽に崩壊させ,ス-ル ト政権

下に ｢新秩序｣を誕生させたのであるが, この ｢新秩序｣政策の中には政党活動の制限も入っ

ていた｡しかし70年に入るとス-ル トは三大政治グループによる政治体制を唱えだした｡三大

グル-プとは,(1)軍部の支配するゴルカ-ル (職能団体), (2)国民党その他の民族主義政党に

よる tt物質面開発グル-7p", および(3)ナフダ ト-ル ･ウラマ党, インドネシア ･ムス1)ミソ

覚 (通称パルムシ)を中核とする "精神面開発グループ"を指していた.29) これ らのグル-プ

は73年にはゴルカール, インドネシア民主党, 開発統一党と呼ばれるに至った｡ ナサコム体

制の三大政党は1959年12月の政党簡素化令によって制限された10政党のなかの3政党であった

が,ス-ル ト政権下ではすべての国会議員は三つの党のいずれかに属すことになっている｡ こ

の点では三大政党制は ス-ル ト時代のほ うがより徹底している訳である｡30)それを示す例とし

26) ス-ルト政権の軍部内の派閥人事対策については, HaroldCrouch,=The 1̀5thJanuaryAffair'in
lndonesia,"DyasonHousePとゆers,I:1(August1974),pp.1-5が洞察ある説明を加えている｡
27) このことはマレーシアにおいても典型的な形相をみせている.与党である連盟党 (AllianceParty)
とは,マレー人政党 (UMNO),華人政党 (MCA),およびインド人政党 (MIC)の連立政権である｡
1974年8月には,この3政党にさらに6政党を抱きこんだ国民戦線を結成して総選挙にのぞみ,見事圧
勝した｡
28) 1960年のゴトン･ロヨソ国会成立時では,283議席中,政党関係は130議席を占めていた｡そのうち,
PNI議酷は44,NU議常は36,PKI議酌ま30であったolndonesia,DPR-GR,Sekretariat,Seperembat
AbadDewanPerれ･akilanRakjatRebublikIndonesia,(Jakarta,1970),p.243をみよ.また暫定国民
協議会の副議長4人中3人は,PNI,NU,PKIの党首であった｡ちなみに4人目は陸軍代表でここら
に軍部のナサコム体制批判とスカルノ大統領の軍部-の譲歩の一端がうかがえる｡最高諮問会議も同様
に,その45人中6人は上記の3政党の幹部から出ていた｡

29) ｢物質面開発｣,｢精神面開発｣の考え方は,すでに1967年になされている｡ Pokok-PokokKebidjaks･
anaanKabineiAmperaSelandjuinjaSetelahSidangZstimewaMPRS/1967danRentjanaPemba-
ngunanSelandjuin3'a,(Jakarta:DepartemenPenerangan,1967I,PenerbitanKhususNo.450),pp.
25-26をみよ｡
30) スカルノ時代にも国会には職能代表が相当数出ていた (1960年では全議席283中152)が,ス-ルト時
代のようにグル-プとしてまとまっていなかったので,ここでは "泡末グループ代表''として扱ってい
る｡またス-ルト時代にはゴルカール以外に軍部代表が国会に出ているが,ここではゴルカールと一体
のグループとして扱っている｡
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てインドネシアの政府系の雑誌 『イン ドネシア･マガジン』の1971年14号の表紙には, ｢政治

構造の改革｣と題して,三頭立ての馬車がそれぞれゴルカ-ル,物質面開発グル-プ,精神面

開発グループを代表し,国章をになっで快走している絵が措かれているのは象徴的である｡

スカルノもス-ル トもインドネシアにおいては二大グル-プの対立は解消しにくいが,三大

グループであれば相互の対立を低減させる可能性が大きいとい う共通の判断があるようにみえ

る｡ これは先述のインドネシア式民主主義にもつながる考え方であって,二大政党制は ｢50%

+1｣を生みやすいが,三大政党制であれば ｢50%+1+X｣を生み出しやすい訳である｡

Ⅴ 政策遊行のための組織方式

1.官僚組織の与党化

スカルノ大統領の出身政党である国民党員は1960年前半では約350万人 とされたが,その中

核は地方公務員であった｡政党の組織づくりが困難な場合,既成の組織である官僚機構に目を

つけるのは当然であるかもしれない｡ これと併せて,国民党の戦後の歴史を回顧してみると,

党組織確立の過程でかつてはプリアイ (priai),のちにパモソ･プラジャ (pamongpraja)と

呼ばれた 官吏階級が国民党に 入党 していったことがわかる｡81)1955年の 第-回総選挙におい

て,最高得票を得た国民党は,官僚組織の地方末端であるデサ (村落)のルラ (首長)を抱き

込んだので ttルラ党"だとさえ呼ばれるほどであった.82)スカルノは1959年以降,社会のあら

ゆる機構の改造 (ttRetooling") が必要であると唱え, その改造の対象の一つに官僚機構を入

れた｡1945年憲法と指導民主主義を支持 しないものを解雇する方針をとった｡これも官僚機構

の与党化-の重要な措置とみてよいであろう.83)

他方ス-ル ト政権 も当然統治する組織を必要とした｡そのため政権発足後ただちに既存のイ

デオロギ-指向政党を否認 して,まず既存の tt望ましくない"組織の解体に着手した｡34)1966

年3月12日,共産党を非合法化した後, 国民党左派 (アリ･サス トロアミジョヨおよびスラ-

マンに代表されたいわゆる ASU グル-プ)に対しても活動停止を命じ,その過程で9月30日

事件/共産矧謁係者の摘発を行なったので,多くの国民党党員もこの対象となった035)1968年

31) HerbertFeith,p.139および BernhardDahm,HistoryofIndonesiaintheTulcntieihCentury

(London:Praeger,1971),p.154をみよ｡

32) Feith,TheDeclineof.,p.432および Dahm,Historyof.,p.172をみよ｡
33) Legge,Indonesia,p.155をみよ.
34) HerbertFeith,"Suharto'sSearchforaPoliticalFormat,"Indonesia,No.6(October1968),pp.
88-105を参照0

35) 1971年総選挙での投票権被剥奪老数は 2,123,747人にのぼった｡ Indonesia,Lembaga Pemilihan

Umum,"DaftarW.N.R.I.jangtidakberhakmemilih,TiapDaerahTingkatldiSeluruhIndonesia,"

(mimeo),July29,1971をみよQこの中には1965年クーデター関係者,容疑者,共産党員,国民党左

派が含まれた｡
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2月に ス-ル トの肝入 りで結成されたパルムシも この反共主義路線に 沿ったものであった｡

1966年から1969年頃までは,軍指導部はこれらの反共政党と提携して統治体制を固めることを

一時考慮したようであるが,1971年の総選挙を控えてその戦略を転換し,1969年末からは軍部

の育成するゴルカール一本で選挙に臨むこととした｡1969年12月4日,アミル･マ-ムッド内

務相は省令によって地方議会の職能グループ議員が政党に加盟することを禁止している｡1970

年3月の国民党全国大会,10月のパルムシ全国大会では,いずれもス-ル トの側近ナンバーワ

ンをもって任じる情報将校アリ･ムル トポ准将 (当時)の率いる特別工作班 (OPSUS)の介入

をうけて,軍部に都合の よい党首を選出せざるを得ないという羽目に陥った｡こうした既成政

党の弱体化工作と併せて,軍部はゴルカ-ルの強化に積極的に取り組んだのである杭 その中

心的強化策は, ゴルカ-ル構成員を官僚機構内に求めることであった036'1970年末から1971年

初めには,地方役所,警察派出所,自警団などの tt職能"団体はすべてゴルカールに属すること

となり,全国の官庁舎前に ゴルカールの党章が掲げられた｡中央政府においても各省ごとに省

公務員連盟が結成された｡それが統合されて全国公務員連盟ができたのだが,その中核は総選

挙管理の参謀格であったアミル ･マ-ムッド内務相の率いる内務省公務員連盟 (KOKARME･

NDAGRI)であった｡総選挙日 (71年7月3日)が近づくにつれ 同連盟の組織強化がなされ

たようで,公務員の家族もゴルカールに加入させられた｡また4月26日にはジャカルタの約2

万人にのぼる隣組長による大会が開かれたりした｡後者の場合,地方における最末端行政長で

あるルラもゴルカール票を集めるよう指示を上から受けたといわれた｡これはまさに1955年の

選挙で国民党がルラ政党といわれたことと同じであった｡そして選挙結果は予想どおり,ゴル

カールが公選議席総数360中,272議席,得票率62.8パ-セントで圧倒的勝利をかちとったので

あった｡

2.憲法外的組織による統治

政策遂行のためのもう一つの組織方式として,二人のインドネシア大統領がともに1945年憲

法の遵守を唱えながら,憲法の規定した機関には形式的権限を与えるのみで,実質的権限は別

に設置した機関に付与する傾向をみせている点がある｡45年憲法下の大統領は規定上はきわめ

て強力権限を与えられている｡ 法律制定権 (拒否権を含む), 国務大臣任免権,三軍最高指揮

権,緊急事態宣言権 (この場合には法律と同等の効力を持つ大統領布告発令権を伴 う)などの

広範囲な行政,立法権を享受している｡ さらに大統額は5年に一回開かれる国民協議会(MPR)

によって選出されるので,国会 (DPR)に対しては強力な立場で臨むことができる｡ 国会は必

36) MasashiNishihara,GolkarandtheIndonesianElectionsof1971,(Ithaca:CornellModern
lndonesiaProject,1972),pp.17-23;R.WilliamLiddle,"EvolutionfromAbove:NationalLeadership
andLocalDevelopmentinIndonesia,"JournalofAsianStudies,XXXII:2(February1973),pp.
287-309;および R.William Liddle,"The1971ⅠndonesianElections:AView from theVillageノ'

Asia,No.27(Autumn1972),pp 4118を参照｡
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要ならば大統領の越権を制限するため国民協議会の臨時召集を要求する決議をする権利がある

が,今までのところ効果的に利用されたことはない｡600人から900人に及ぶ構成員を持つ国民

協議会を迅速に開くことはきわめて困難であるからである｡ しかもこの5年任期の大統領は再

選を妨げられない｡)

これらの権限がありながら, スカルノはさらにそれを越える権力をもっていた｡1959年の大

統領令によって非常事態を宣言した後,国会,国民協議会の議員をいずれも勅選議員とし,大

統領に対 してきわめて脆弱な立場におかせた｡国会内の政党間の対立で議事審議が停滞するの

を避けるためスカルノは1960年6月政党関係議員130人に加えて,機能代表152人を任命して後

者だけでも過半数を抑えられる方策を講 じた｡ さらに国民協議会も翼賛的性格をますます強め

ていき,1963年にはスカルノを終身大統餌とする決議を採択するに至った｡協議機関内に利害

関係のある個人やグル-プをくまなく招請するのは, スカルノの唱えたインドネシア伝来のム

シャワラ式決定方式の実践であったが, この方式が 次第に内閣にも適用されたのであった｡

1959年7月直前の内閣閣僚数は28人であったが, 7月の実働内閣 (KabinetKerja)で43人と

なり,64年9月の ｢二大要求内閣｣(KabinetDwikora)では77人に,そして65年9月には103

人に達し, tt百人内閣"と通称された｡ ここに至って内閣も実務処理内閣というよりも,各分

野代表者会合の性格を帯びるにいたったのである｡

憲法の規定するこれらの機関の無能力を補 うため,スカルノは自己の雄弁に解決を求めたこ

とは既述のとおりである｡ スカルノはさらに組織面でも,国民戦線というスカルノ支持の大衆

運動と,腹心による内閣幹部会,最高作戦司令部 (KOTI), 中央情報局 (BPI)などの組織を

新設 して統治効果を上げようとした｡国民戦線 (FrontNasional)とは,1960年9月にスカル

ノ大統餅を 最高責任者としてできた大衆組織で, 指導された民主主義にもとずき, 1959年の

｢政治宣言｣ (Manipol)を遂行するためのもので, ｢物質的にも精神的にも革命勢力の結集

者｣となり, かつ ｢政府とU)協力｣ をすすめんとしたもo)である. タテの組織であり, 9政

党,大衆団体,職能団体を包折している点, さらに活動資金の相当部分を政府が補助している

点でまさに翼賛運動であった｡例えば国民戦線は1962年3月には酉イリアン解放闘争を進める

ための ｢三大国民指令決起大会｣, 同年8月には, スカルノの独立記念日演説である ｢勝利の

年の訓示｣(Takem)演説に共鳴する ｢Takem 決起大会｣が開かれた｡37'スカルノはこれを

結成した時,いずれ政党にしたて上げ,一党独裁国家をつ(ることを考 え ていたといわれる.38)

スカルノ支持者は多くあったが,彼の政治面での腹心は,サ レ-,スバンドリオ, レイメナ

の三人の[･甘首相であ.)たといわれるo スカルノ自身,自叙伝の巾で ｢私のすぐFには副首相の

スバンドリオ, レイメナ,サレーの三者による内閣幹部会がある｡ 彼らは私の助手である｡ 間

37) 国民戦線については,例えば,石田雄,長井信一 (編)『インドネシアの権力構造とイデオロギ-』
(アジア経済研究所,1969年),pp.234-274をみよ｡

38) Jones,Indonesia:ThePossibleDream,p.245をみよ.
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題が起った時には, 私はまず幹部会を召集して彼らの意見をきく｡J と述べている039)1959年

以降, 多数の閣僚をかかえて能率の落ちた内閣を補強するためであろうか, 内閣幹部会を設

け,上記三人を 任命していた｡ (サL,-は63年11月, ジュアンダの死去後にその地位につい

た｡)サレ一, スバンドリオにはそれぞれスカルノの後継を もくろんだ思惑があってのスカル

ノ接近であったとされているが,いずれも強力な権限を与えられたoサL,-は鉱工業大臣兼郡

聞統轄大臣 (大臣を統轄)を務めたほか, ｢45年世代｣グループ議長,暫定国民協議会議長の

地位についていたし,国民戦線においても活発な役割を果たした｡40)スバンドリオは1957年以

来1966年まで外相であ-)た｡ その間,1960年以降情報局 (BPI)を設立,主宰し,後述の最高

作戦司令部 (KOTI)および最高経済作戦司令部 (KOTOE)の副司令官をも兼ね (司令官はい

ずれもスカルノ自身), インドネシアの外交関係,対外経済関係,ならびに情報関係を掌握し,

サレーとともに大統領の地位を争った｡

最高作戦司令部 (KOTI)は,61年12月に設置された ｢酉イリアン解放最高司令部｣がその任

務を完遂した後,63年7月に改名されたのである (大統領決定第142号)｡KOTIは国策の最高

方針の決定と実施の権限を保有していた｡ KOTIは,政治,経済,社会,文化,軍事のいずれ

の分野にしろ,大統領がある分野を取り上げて KOTIの任務に指定すれば,KOTIはその分

野の最高決定機関として機能しうることになっていた｡41'最高経済作戦司令部 (KOTOE)は

62年4月に設置されたもので,経済面における調整統合,企画実施の最高権限を掌握してい

た｡42)後者は65年12月解散し,KOTIに吸収されているが,45年憲法の定める内閣や国会の機

能がこうした憲法外的組織に完全に移っていたことが分かる｡43)既存の統治機構が手のくだし

ようのない位に病弊している場合, こうして新しい機関を設けざるを得なかったのである｡

スカルノの権力は強力であったが,彼が最後までコントロールできなかった政治勢力はナス

チオンを筆頭におく軍部の反共派であった｡ この点では,軍部出身のス-ル トははじめから強

力な権力基盤の上に立つ利点をもっており,それが彼の弁舌の拙劣さを補っている｡ しかしこ

のことはス-ル ト大統領が必ずしも憲法の定める機構にそって統治していることを意味するの

ではない｡スカルノと同様,憲法外機関に依存している面が多い｡そのもっとも顕著なものと

39) 前掲 『スカルノ自伝』p.375をみよ｡

40) 一説によると,サレーは,彼自身が ｢指導民主主義｣構想についてスカルノに基本的影響を与えたの
だと主張していた｡Jones,Indonesia,p.434をみよ｡

41) 東南アジア調査会 (編)『インドネシア国軍について』(東南ア･中近東資料 No.180)(1967年1月
6目付),p.1,4をみよ｡

42) KOTOEの最高司令官はスカルノ,副司令官はス/ミンドリれ レイメナ,サレーの3人であった｡
43) スカルノ時代のこうした機関は KOTI,KOTOEのほか,国家開発企画機関 (BAPPENAS,1964年
設立,議長スカルノ,副議長スバンドリオ,レイメナ,サL,-),辺境地域経済開発司令部 (KOPEDAI
SAN,1963年設立,司令官スバンドリオ),臨時行政監督司令官 (PEPELRADA,1964年設立,〔責任
者未確認〕), 自力更生司令部 (KOTARI,1965年9月設立,司令官スカルノ)など,おびただしい機関

設立がつづき,その間相互の機能調整がどれだけ行なわれていたか全く疑わしいほどである0
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して,大統領補佐官制度 (ASPRI), 国家情報調整本部 ('BAKIN),特別工作班 (OPSUS),

および治安秩序回復作戦司令部 (KOPKAMTIB)があげられる｡

1962年5月,戦略予備軍 (KOSTRAD)の初代司令官に任命されたス-ル トは9月30日事件

直後の10月2削こ治安秩序回復任務を与えられ, 10月16日には 国防相兼陸軍司令官に 任命さ

れ,急速に自己の権限を拡大していった｡その過程でス-ル トは自らの任務を遂行していくた

めに,数人の補佐官を tt参謀"として側近においた｡1967年3月,ス-ル トが大統俄代行にな

った頃には13人の将校が,いわゆる個人参謀 (SPRI)として彼の手足となって動いていた｡W

個人スタッフとしての任務は政策立案ないし遂行の ｢~補佐｣であるべきであるが,ス-ル トの

信望を得て次第に政策 ｢決定｣に参画しはじめたといわれた｡そのうちの何人かほ閣議にも出

席して,単に補足的発言だけでなく,閣議決定に影響力を与えだしたといわれた｡個人スタッ

フはその段階ですでに,実質上の内閣としての機能を果たしはじめていたようである｡ その後

68年6月に個人補佐官 (ASPRI)と改名され 13人から5人に縮減されたが,その権限は依然

強力なものであった｡45)

ASPRIはグループとして一体となって機能するというよりほ, 各人が自己の任務を別個に

大統領から託されて,遂行していたようだ｡なかでも著名なのは政治情報を担当したアリ･ム

ル トポ陸軍少将と,経済問題を担当したスジョノ･フマルダニ陸軍少将であった｡とくに前者

は,広範な政治,外交分野にあって,大統領の抱えた問題をテキパキと処理,その政治的手腕

を発揮したので, ｢将来の大統領候補｣とまでうわさされているO先述のごとく,情報将校出

身のムル トポは独自の特別工作旺(OPSUS)を組織して,1971年の選挙前には政党新聞などの

親ス-ル ト派工作を行なったとされている.46)おそらくこのポス トとcT)関連だと思われるが,

ムル トポは71年総選挙での選挙管理委員会 (LPU)の資材調達の責任をも与えられた｡さらに

選挙においては,与党ゴルカ-ルの選挙対策部長も務めた｡

こうした トラブル ･シュ-メ- としての任務は スカルノ時代にもあった｡ スカルノ時代で

は, スカルノ親衛隊 チャクラビラワ連隊長の モ-マッド･サブ-ル陸軍准将が この任にあた

り,スカルノはサブールを使って自分の意思,要望を暗に伝えさせるのを好んだといわれ,こ

れを人はサブ-ル方式 (Saburism)と呼んでいたと言われる｡47)

国家情報調整本部 (BAKIN)も強力な権限をもっており,スカルノ時代のスバンドリオ外相

44) Polomka,"InvisibleGovernment,"inhisIndonesiaSinceSukarno,pp.132-156を参照O
45) 1970年 7月学生の ASPRI抗議に対してス-ルト大統領は釈明し,個人補佐官は閣議に参麻しても,
発言することはないこと,個人補佐官は情報および見解の収集が主任務であって政策決定権がないこと
を強調した｡しかしその後 ASPRIの権限の大きさに対する批判は止まず,その非難は74年 1月のジャ
カルタ暴動で頂点に達し,1月28日ス-ルトはついに ASPRI制度を解散するに至った｡

46) もともと陸軍戦略予備軍 (KOSTRAD)の車にあり,マレーシア対決政策の処理,東南アジア諸国連
合 (ASEAN)の結成に力があった｡例えば Polomka,p.133をみよ｡
47) Polomka,p.135をみよOサブ-ルのスカルノ賞讃の一例として,Moch･Sabur,BungKdrnOand
fndonesia(Jakarta:n.pリn.d.)を参照O

451



東南アジア研究 12巻4号

が牛耳った中央情報局 (PBI) に対応する立場にある｡48)長官はヨガ･スガマ陸軍准将 (1969

-70年),ス トポ･ユウォノ陸軍少将 (1970-74年1月), (その後再びヨガ･スガマが再任)千

あるが,ヨガ･スガマはSPRIのメンバーであー)た｡ついでながら,アリ･ムル トポもBAKIN

の副長官の地位にある｡

SPRIに属していて, のちにス-ル ト大統舘の重 要な職務についている者はこのほかにも多

い｡例えばスダルモ陸軍准将 (1963年当時)は内閣き錆己長 (内閣官房長官に相当)に,アラム

シャ陸軍少将 (1968年当時)は国家書記長に任命された｡ スルヨ陸軍准将 (1968年6月当時)

は財政担当 ASPRIになった｡このように腹心の将校を国家機構の枢要なポス トにつけてきた

ことは,スノ､ル トがいかに既存の国家機構の運営を困難に感じているかを示している｡

最後に治安秩序回復作戦司令部 (KOPKAMTIB) も憲法外的機関の一つである｡ 9月30日

事件のおこした混乱を収拾することを目的として65年12月に設置された同司令部は,その後同

事件関係容疑者摘発の範囲を広げて,政党,公務員の思想調査をしはじめた｡71年の総選挙で

は候補者の資格審査をも担当した り,1973年の/ミソドン反華商暴動や74年1月のジャカルタ暴

動の鎮圧にあたったのも KOPKAMTIB であった｡ こうした警察機構を無祝して行動をとる

KOPKAMTIBが容疑者を検挙すると,主として特別軍事法廷 (MAHMILUB)によって裁判

するが,この裁判自体も,本来は普通裁判所でなされてもよいはずである｡ それを軍事法廷で

処理することは,憲法規定の逸脱であろう｡

1973年3月の国民協議会は ｢国家最高機関｣の地位と機能についての決定 (決議第六号)を

し,この中で ｢最高機関｣とは,(こ1)大統領,(I))最高諮問会議 (SDA),(C)国民議会 (国会),(d)

会計検査院,(e)最高裁判所である,と規定している｡49) この点からみても,ス-ル ト政権下の

ASPRI,OPSUS,BAKIN,KOPKAMTIBなどが持つ権限はそこから逸脱しているようであ

るo この決議がなされて後,74年の1月暴動があり, その申での反政府批判に応えて政府は

ASPRIを廃止したが,OPSUS,BAKIN,KOPKAMTIBなどは依然として確固たる地位を

占めている0

11 スハル ト統治の将来

国民統治シンボル,政策シンボル, 国民統合のための組織,政策遂行のため組織という四つ

の観点から,統治スタイルをみると, インドネシアの生んだ二人の大統額には類似点が意外に

多いことが分かる｡ 過去の研究においては, スカルノとス-ル トとの対照性すなわち彼らの統

48) BPIは65年12月スバンドリオの指揮下から離れた後,66年8月国家情報司令部 (KIN)と改組され,
スノ､ルトがこれを掌握した｡その後,BAKIN という名で国防治安省にあった組織を69年12月大統領庖
属とした｡

49) Indonesia,Departemen Penerangan,Ketetapan-KeteiaPan MajelisPermusyawaraian Rakyat
RepublikIndonesiaTahun1973,(Jakarta:PradnyaParamita,1973),pp.114-115をみよ.
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治能力の非連続性が強調されすぎた傾向があるように思える(｡ここでは非連続性を否定するの

ではなく,連続性に注目することによ一)てインドネシア政治文化の一端をさらに深く理解しよ

うとしたものである｡ これを要約すれば,(1)スカルノもス-ル トも同じ統合シンボルを用いて

いること,(2)政策シンボルは異なるが,両人とも政治用語を頭字化し,スローガン化すること

を常套手段としていること,(3)同大統舘ともムファカット(全会一致)に達するためのムシャ

ワラン (協議)方式を重視し,種族間の派閥均衡に周到な配慮をしていること,(4)三つの政治

勢力の存立を歓迎していること,(5)官僚機構を与党組織の中 核としていること,(6)いずれも既

存の行政機構を充分には駆使できず,常に新しい機関を設けて,コンセンサス創 りと政策遂行

を試みていること,などである｡国民統合シンボルを多く使用している点での連続性からいえ

ば,かつてフイ-ズがスカルノについていった ttsolidaritymakers"ほ,ス-ル トにもほとん

ど同じ程度で,あてはまるようである050)

ここで見たインドネシアの統治スタイルは決してインドネシア特有のそれではない｡どこの

統治エリー トもシンボルを用いて国民統合を計 り,政策遂行をもくろむものである. フィリピ

ンのマルコスは1972年の戒厳令布告とともに ｢新社会｣計画というスp-ガンを唱導 して国民

統合と政策遂行を試み, マレーシアのラザックは ｢人種間の調和｣を,シンガポールの1)-･

クヮソユーは ｢多文化社会Jをスローガンとして多民族国家の国内融合の促進に精力を注いで

いる｡ また組織面でもインドネシアの例は決して特有のものではない ｡ どこの政治体系におい

ても統治組織の形式と実体とは異なるものである｡ 表向きの組織とは異な･)た派閥によってで

きるようで実質的組織が存在するものである｡ また既存の官僚組織が政策遂行の効果をもたら

さぬ時,臨時の組織や機関を設置することは, よく見られる現象である｡

とはいえ,インドネシアでスカルノ, ス-ル トの両政権にわた-'て連続してみられる,こう

した傾向の離著さは,いかに説明されるべきであろうか.その第--は,インドネシアが基本的

に歴史の浅い若い国であることに求められよう｡独立後30年しかない広大な多民族国としてほ,

統治の最大の精力を国民統合に集申せざるをえなくなり,そのために政治シンボルを頻繁に使

用するのであろう｡その第二は, ス-ル トはスカルノの敷いた基本的な統治スタイルの受継者

であるとする説明である｡ スカルノが独立後20年間,特に最後の6,7年に設けた基本的な統

治スタイルを,ス-ル トが打ち壊して新たなスタイルを生みだすよりは,その多くを継承する

ことの利点が大きいと判断したからであろう. もし国民の被統治観に変化がなければ,指導者

の統治観もそれに対応するのかも-)とも効果的な統治であろう｢)

このいずれの説明をとるにしても, スカルノ自身は どこに自己の統治スタイルを 求めたの

か, という重要な疑問が残る｡ スカルノ自身は ｢パソチャ･シーラ｣については,本稿に引

用したごとく, ｢何年も何年も｣考え続けてきた後, さらにオランダ植民地時代のプロレス島

50) Feith,TheDeclineof,pp.113-122をみよ.
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流刑時期 (1933-38年)に熟考した, といってお り, また ｢指導民主主義｣についてはジャワ

の村落にみ られる決定方式を全国 レベルに適用したJ)だとしている｡建国五原則の先例はイン

ドネシアにはないが,指導民主主義の原型はある訳である｡51)さらにスカルノの権力概念に影

響を与えたのは1910年以降のブディ･ウトモ運動, タマン･シスワ運動などであー)たことも研

究されている｡52)スカル ノはこれ らの民族独立運動の先駆者では/1こく,むしろ落とし仁であー)

た｡その意味では スカルノはジャワ人の統治スタイルu)受継者である｡ とくに政策や,政治的

行事や,事件などのスロ-ガン化や頭宇化は第二次大戦以前にみ られた傾向である｡ クマソ･

シスワ運動は ｢秩序と平和｣ r精神の働きにより偉大な技を為す｣など,いくつかのスロ-ガ

ンを唱導 したが, 例えば後者のスローガンは同運動創設蹄 卜である ｢1922年｣をも意味してい

た,といわれる｡53'これはち ょうど1961年の経済8カ年計画の計画書が8部17章1945段落から

成一)ていたのに相通じるものである｡ さらに日本軍政時代にもH本が頻繁にスローガンを用い

たのも,独立後のスカルノの統治スタイルに影響を与えたかもしれない｡日本軍のジャワ派遣

第16軍宣伝班による ｢3A｣運動などは,後のスカルノ時代の ｢パソチャ･シーラ｣の唱導に

よく似ているのである｡そこでは標語のほか, 3A青年訓練所,3A工業学校なども組織され

たが,これは ｢8月17日大学｣と脈を通 じさせるものである｡ 日本軍政が組織した3A運動,

プ- トラ (民衆総力結集運動), ジャワ奉公会などの翼賛的大衆組織は, スカルノの国民戦線

組織やス-ル トのゴルカール, また軍政の中央参議院の構成機能はスカルノ,ス-ル トの国会

のそれと類似しており,その上,軍政の組織が基本的に華僑,アラブ人,インド人,混血住民

まで参加させて,多民族の融合を計らんとする包括的なものであった点も,スカルノの統治ス

タイル,とくにナサコム体制と共通点をもっているのである｡54)しかもスカルノはこれら軍政

が組織管理 した運動体のなかでは土着人として最高ポス トについていた点からみて,日本軍政

のスカルノに与えた影響は少なくない｡近年-一日本軍政がインドネシア国軍に与えた影響を重視

51) インドネシア人はパンチヤ(5)の数字を好むようであり,1944年11月中央参議院の会合でスカルノは

大平洋戦争下でのインドネシア人の責務として ｢パンチャ･ダルマ PantjaDharma｣(五つの責務)を
唱えている｡ (Dahm,Sukarnoand,p.283をみよ.) これは半年後のパンチャ･シーラ演説の先例と

みてよいOまた1968年3月の暫定国民協議会は新内閣の ｢五大任務｣を決議しているが (決議41号),

この任務はまた ｢パンチャ･クリダPantjaKrida｣と呼ばれた｡(Indonesia,DepartemenPenerangan,
SusunanKabinetRepublikIndonesia1945J970 〔Jakarta:PradnjaParamita,1970〕,p.45をみ

よ｡)

52) AkiraNagazumi,TheDauJnofIndonesianNationalism:TheEarlyYearsoftheBudiUtomo,

1908-1918(Tokyo:InstituteofDevelopingEconomies,1972)･,RuthMcVey,''TamanSiswaand

theIndonesianNationalAwakening,"Indonesia,No.4(October1967),pp.128-149;および土屋健

治 ｢タマン･シスワの研究<民主主義と指導性>理念について｣『東南アジア研究』12巻2号(1974年9
月),pp.193-210をみよ｡なおジャワ人社会の権力概念については BenedictR.Anderson,"Theldea
ofPowerinJavaneseCulture,"inCultureandPoliticsinIndonesia,ed.ClaireHolt(Ithaca:

CornellUniversityPress,1972),pp.1-69を参照｡

53) 例えば-I-.屋健治 ｢タマン･シスワの研究一初期の活動に関する一考察｣ 『東洋文化研究所紀要』62号
(1974年),pp.161-162を参照｡

54) 岸幸一 『インドネシアにおける日本軍政の研究』 (紀伊国屋書店,1959年),pp.331,383をみよ｡
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してス-ル トと日本軍政の統治スタイルの共通性をみる傾向があるが,55)むしろ日本軍政の影

響はスカルノに及び,ついでス-ル トに受け継がれたとみるほ うがより適当のようである｡

スカルノとス-ル トの統治スタイルに連続性があるだけでは,二人が伝統的なジャワ的統治

スタイルに根ざしていることにはならないが, このジャワ統治スタイルとの連続性については

もう少し時代を経なければならぬであろ t) ｡ むしろ現時点で重要なのは,統治スタイルからみ

たス-ル ト政権o)将来である｡ ス-ル トは現在U)任期満了 (1978年)の後,三期 (15年)続け

て大統領職をつとめる意思があると報道されている｡56)これは彼の腹心アリ･ムル トポが与党

ゴルカールの綱領として掲げた25カ年近代化促進計画の実施期間と-一致するのであるが, もし

この間に開発計画が順調に進行しない場合,ス-ル トはどういう統治スタイルをみせるであろ

うか｡あくまでもスカルノとは一線を画して ｢開発｣を唱導するであろうか｡すでに見てきた

ようにスカルノは, 経済が破綻をきたし, 国民統合が危機に面したとき, 雄弁で 国民をまと

め,自己を国民統令のシンボルとし, ｢革命｣を叫んで革命の成果をたたえる記念事業に力を

入れた｡すなわちそこには個人崇拝と威信事業がすすめられたのであるo すでにス-ル トにも

その傾向はある程産みとめられ, ス-ル トの ｢スカルノ化Jを指摘するものもいるので,それ

について若干の検討をしてみたい.57)

スカルノの個人崇拝の奨励は至る所でみられ,た｡ 彼の主義,政策は ｢スカルノイズムJ,冒

本の賠償金で19年スマ トラのムシ河にかけられたのは ｢スカルノ橋｣, 1962隼の酉イリアソ奪

還記念として同島の最高峰は改名されて ｢スカルノ峰｣,1966年2月 スカルノ擁護のための新

運動組織は ｢スカルノ戦線｣, といった具合であったo l963年5月の暫定国民協議会がスカル

ノに与えた ｢終身大統領｣任命決議や ｢偉大なる革命指導者｣なる称号もこのカテゴリ-に入

ろうoまた独立記念演説においてのスカルノの第一人称 ｢私(saya)Jの使用頻度は,ス-ル ト

にくらべてはるかに多い(表参照)01963年,65年の演説には,saya 以外に親密をこめた第--
人称である aku を使用しているのも注目に値する｡ ス-ル トは演説の中では akuを用いる
ことはないoLかしスカルノが rブソ･カルノJ という愛称をもらったごとくス-ル トも同様

に ｢パック･-ル ト｣の愛称を奨励しているようである｡ さらに71年頃からスカルノ紙幣の使

用を禁止する活躍をとったり, ス-ル トの肖像の入-つた切手が出されるようにな--'たのをみる

と,自ら国民統合のシンボルとならんとする彼の-策であるとみてよいかもしれない｡

インドネシア革命を目指したスカルノはいくつかの革命記念物の建造を心がけた｡この論文

55) 後藤乾- ｢オ-ストラリアにおけるインドネシア研究一日本軍政との関連で｣ 『人文社会科学研究』
Ⅹ (1974年 1月),pp.89100を参照｡

56) MaynardParker,"JustLikeOldTimes/'NeuJsweek,October28,1974,p.28をみよ｡また Ali
Murtopo,Dasar-DasarPemikiranienlang AkselerasiModernisasiPembangunan 25 Tahun,

(Jakarta:CentreforStrategicandlnternationalStudies,1972)を参照0
57) Parker,ibid.をみよ｡
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表1 スカルノとス-ル トの独立宣言記念演説にみる
統治シンボル用語の使用願度数,1959-1974年

スカルノ (指導尺主主義)時代 ;二歳 畠 義子晶 も

1959 1961 1963 1965 1967 1969 1971 1974

困尺統合共通用語

パンチャ･シーラ

1945年憲法

ゴトン･ロヨン

ムシャワラ

スカルノ演説に頻出する用語

革 命

闘 争 (する)

指導民主主義

私
私 (親密さをこめた)

ス-ル ト演説に頻と出する用語

開 発

経 済

実 行 (する)

パソチャ･シーラ艮主主義

新秩序

5

2

8

4

5

1

7

2

3

3

1

3

1

0

00
6

8

2

1

0

1

6

2

1

8

1

5

3

3

6

14

2

7

6

5

3

3

1

9

2

1

4

0

1

8

3

1

7

1

8

日

itU

4

2

4

2

8

6

3

1

2

1

1

5

7

〇

一

1

3

2

3

5

5

!
8

3

1

演説文の長さ (ページ) 56 58

7

6

9

一
0

2

49

2

4

9

I

0

l

49

4

5

6

7

9

5

5

3

0

5

0

1

1

0

8

1

7

5

7

4

2

3

74

7

6

6

6

2

1

0

3

0

6

0

1

4

4

4

3

1

4

6

6

0

2

1

1

0

6

0

6

0

5

0

4

1

0

3

.
7

4

CXU
6

1

4

1

4

5

1

0

2

2

0

2

0

2

0

日日

日

3

5

5

0

4

2

3

7

1

什l拍子) 1959-65年については, Ⅰndonesia,PanityaPenlbinaDjiwaRevolusi,Bdhan-BahanPokok

Zndoktrinasi(Jakarta:Prapantja,1965),1967-74年については,毎年,情報省が発行する Pidato
KenegaraanPresidenRepublikIndonesiaDjenderalSuhartodidePanSidangDPR(-GR)によった｡

(注 1) ここに掲げた用語のインドネシア詔は次の通りであるO頻度計算の対象として派生語も含めた｡
パンチャ･シ-ラ PantjaSila,Pancasila

1945年憲法 Undang-UndangDasar1945
ゴトン′･ロヨソ

ムシャワラ

革命

闘争 (する)

指導民主主義

私

私(親密さをこめた)

開発

経済

gotong-royong

musyawarah
revolusi

perdjuangan,berdjuang

Dell10krasiTerplmpln

Saya
aku

pembangunan
ekonomi

パンチャ･シーラ民主主義 DemokrasiPancasila

新秩序 OrdeBaru,OrdeningBaru

実行 (する) pelaksanaan,melaksanakan

(注2) 前説文の長さをペ-ジで表わしているが,平均約270語が1ペ-ジに相当する｡
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西原:インドネS/アにみる統治スタイルの連続性

の枠組では,それは政策シンボルのカテゴリーに入るものであろう｡1961年首都ジャカルタの

ムルデカ広場に建てられた国立記念塔 (Monas) は革命の火を象徴 して,高い石塔の上に金製

の炎の形がそなえつけられた｡ また62年の酉イリアソ解放記念塔もそうである｡ さらに国威発

揚をねらってアジア競技大会を主催するため,スカルノはソ連の援助で大規模なスポーツ･ス

タディアムを日本の賠償金で1(購告建のホテル ･インドネシアを建立した｡ついに65年には中国

の援助をえて tt新興国の国連本部ビル"を建てようとしたLl これらはすべて当時のインドネシ

アの組織力からみて無益な事業であったが,スカルノ個人,ひいては国家の威信を高める記念

事業であった｡ ｢新秩序｣を旗印に登場したス-ル トにも r開発J指向の記念事業意欲がある

のは興味深い｡例えば,毎年開かれるジャカルタ見本市, ジャカルタ郊外ビナリア地区の一連

の娯楽施設(コンピュータ-化されたノ､イライ競技勝ぱく施設,ボーリング場),ジャカルタの

アイス ･スケー ト場,それに競立するホテル群などがそうである｡1971年ディズニ-ランドを

真似た ｢ミニ ･インドネシア｣建設計画がス-ル ト夫人の音頭で提案され,多くの批難を浴び

て中止されているが, これも開発指向の威信事業であった｡58)開発計画の中核である農工業の

増産が困難な場合, ホテルや娯楽施設は国民には ヴィジブルな開発成果 と映るかもしれない

が,そこには其の開発への欺揃があり,開発の形骸化傾向がみられる｡

このようにして個人崇拝や威信事業の面をみてもスカルノとス-ル トにはある程度の共通性

がみられることが分かる｡ このことは今後もし経済計画が支障をきたした場合,ス-ル トはさ

らに開発の形骸化を助長させ, さらに個人崇拝をより一層奨励する策にでるかもしれないこと

を示唆しているように思える｡ しかし同時に二人の性格の違いはス-ル トがそ うした事態にな

っても ｢革命｣を叫びだす公算がないと思える｡ ｢開発｣はス-ル ト政権の正当性根拠である

ので,これを逸脱するのほ困難である｡ ｢パンチャ･シー-ラ｣と ｢1945年憲法｣などの国民総

合スp-ガンのもとに開発スローガンを新しく創 り出し続けるであろう｡

58) 国立記念塔,西イリアソ解放記念塔,ミニ･インドネシア計画の興味ある解釈としてほ, Anderson,
"NotesonContemporary∫ndonesianPoliticalCommunication,"pp.6ト72をみよ｡
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